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１４．福音書の中に
何が書かれています
か？

教会は、正典の4福音書は
「神の子イエスが人々の間に
生き、活動し、教えを説いた
ことを忠実に伝えている」
（第二バチカン公会議、『啓
示憲章』19番）とはっきりと
断定します。

2014/02/04

これらの4福音書は使徒に由来しま
す。従って、イエスの命により聖霊



の霊感を受けて12使徒が説いた教え
は、彼ら自身とその弟子たちにより
書かれたものであり、信仰の土台と
して（参照、『啓示憲章』18番）伝
えられてきたものです。古代のキリ
スト教の著述家たちは宣教者たちが
どのようにその仕事をしたかという
ことに興味を持っていました。たと
えば、聖イレネオは「マタイはヘブ
ライ人の中では福音書をヘブライ語
にして出版しました。一方、ペトロ
とパウロはローマで福音を宣べ伝
え、教会を建てました。弟子であり
ペトロの通訳でもあったマルコが、
ペトロが行った教えを書面にして伝
えたのは、ペトロが旅立った後でし
た。パウロの同僚のルカもまたペト
ロにより行われた説教を書籍によっ
て入手した。後に主の弟子であるヨ
ハネは主の胸元によりかかっていま
したが（ヨハネ13,23）エフェソスに
滞在中に福音書を発行しました」
（『異端論駁』Ⅲ,1,1）。非常に良
く似た説明がヒエラポリスのパピア



スやアレキサンドリアのクレメンス
も残しています（カイサリアのエウ
セビウス『教会史』3,39,15;
6,14,5-7参照）。福音書は使徒たち
（マタイとヨハネ）もしくは使徒の
弟子たち（マルコとルカ）により書
かれましたが、常に使徒たちによる
福音書の方が取り上げられました。

福音書の文献の詳細な研究を伴った
現代の解釈により、福音書が構成さ
れた過程がより詳細に分かります。
主イエスは使徒たちに福音書を書く
ことではなく、福音を説くことを命
じました。12使徒とその共同体は自
分たちの宣教活動の便宜のために、
教えのある部分を書面にしました。
最終的に、使徒たちやその世代の人
たちがいなくなり始めた時、「聖書
の著者たちはすでに言葉や書面で伝
えられた多くの事柄の中から抽出
し、また教会の条件に注意を払いな
がら他の事柄を統合し展開しながら



4福音書を書きました（『啓示憲
章』19番）。

従って、4福音書はイエスに関する
使徒たちの教えに忠実であり、また
使徒たちの教えはイエスが行動し
語ったことに対して忠実であると結
論づけることができます。これによ
り福音書がイエスに忠実であるとい
うことができます。実際、古代のキ
リスト教の文書が、福音書を「使徒
たちの回想」、「主の言葉に関する
解説」（聖ユスティヌス『護教』
1,66；『トゥリフォンとの対話』
100参照）と呼んでいたことは、こ
のことを表しています。福音書を通
して私たちは使徒たちがイエス・キ
リストに関して説いているところに
近づくことができるのです。
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